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人生満足度曲線の妥当性に関する検討 : ライフラ
インの観点からの分析
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小計（縦） 3０ 3３ 3１ 
注：総計は複数回答とみなしたIMFの合計を示す
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を傭鰍することができる。この点は，主観的な人
生満足度尺度より優れた特性であろう。
そのような人生満足度曲線の特性により，次の
ことが明らかにされた。
まず，大学生の人生の中では，青年期の始まり，
思春期である中学生期は他の時期とは異なって認
識されていること，その時期の満足度は今の満足
度に関連してないことがわかった。では，どのよ
うに中学生期をとらえたらよいのかは，他の年齢
層のデータと比較することにより，深く検討でき
るであろう。
また，その数値が大きければ，人生の中で振幅
の大きいイベントがあることを示す変数「面積の
絶対値」は，主観的人生満足度と中程度の正の相
関があった。これは，回想できるイペントが少な
い人より，多い人の方が今現在の満足度が高いこ
とを示している。加えて，最近のできごとにポジ
ティブな評価を与えるイベントが多い方が今現在
の満足度が高かった。これらをあわせて考えると，
何も特筆すべきイベントがないよりもある方が，
また最近のイベントが良い物であれば，過去のイ
ベントがどうであれ，人生の満足度が高くなると
いえる。
加えて，人生に起こったイベントを振り返って
考えて良いことであったと評価できる人は現在の
自分をうまく受容しているといえる。
このように，本研究の結果から人生満足度曲線
には多くの長所があることが明らかになった。第
１は参加者の現在の生活に対する満足度を的確に
表現できることで，満足度を測定する方法として
妥当性が高いと考えられる。第２に，主観的人生
満足度尺度では測定できない過去のできごととの
つながりも人生満足度曲線は示すこともできる点
が挙げられる。加えて第３に，人生満足度曲線は，
自伝や生活史を書くことによってデータを収集す
るよりも実施が簡便であり，結果を視覚的に示す
ことができるため，様々な場面での利用が容易で
あると考えられる。それゆえ，人生満足度曲線は
臨床場面のみならず，健康な人が過去を振り返っ
たり，自己を客観的に見直す場合に実施するに値
する有効な心理学的方法といえよう。
付記
本研究は，第４８日本教育心理学会総会（2006)，第
７０回日本心理学会大会（2006）において発表された
内容を加筆・修正したものである。
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付衷Ａ人生満足度曲線の例
０歳イベントの自由記述部分 ＋３ 
＋３ 
＋３ 
＋３ 
＋２ 
＋２ 
＋２ 
＋２ 
１
１
’
’
 
十
＋
＋
「
一
「
１
１
１
１
 
０
０
０
０
 
３
３
３
３
 
２
２
２
２
 
歳
歳
歳
１
２
３
 
…現在の年齢に至るまで，記述する。
付表Ｂ－１主観的健康尺度（数字は項目番号を示す）
Ｉ（自分自身）因子
13．健康でいられるのは，自分しだいである。
17．健康でいるためには，自分で自分に気配りすることだ。
20．病気が良くなるかどうかは，自分の心がけしだいである。
21．私の健康は，私自身で気をつける。
25．病気が良くなるかどうかは，自分の努力しだいである。
Ｆ（家族）因子
１．病気が良くなるかどうかは，周囲の温かい援助による。
２．病気が良くなるかどうかは，元気づけてくれる人がいるかどうかＩ
６．病気が良くなるかどうかは，家族の協力による。
18．病気になったときは，家族などの思いやりで回復できる。
19．健康でいられるのは，家族の思いやりのおかげである。
Pｒ（専門職）因子
３．病気がどのくらいで良くなるかは，医師のちからによる。
７．健康でいられるのは，医学の進歩のおかげである。
８．病気がどのくらいで良くなるかは，医者の判断による。
９．具合が悪くなっても，医者さえいれば大丈夫だ。
12．病気がどのくらいで良くなるかは，医者の腕しだいである。
Ｃ（偶然）因子
４．病気が良くなるかどうかは，迎命にかかっている。
５．病気がどのくらいで良くなるかは，時の巡だ。
14．病気になるのは，偶然のことである。
23．健康でいられるのは，運が良いからだ。
24．健康を左右するようなものごとは，たいてい偶然に起こる。
Ｓ（超自然）因子
10．健康でいられるのは，神様のおかげである。
11．先祖の因縁などによって病気になる。
15．神仏に供物をして身の安全を頼むと，病気から守ってくれる。
16．病気になったのは，うかばれない霊が宿っているからである。
22．健康でいるためには，よく拝んでご先祖槻を大切にするのが良い｡
にかかっている。
付表Ｂ－２ペックの抑うつ尺度
第111Ｍ０私は落ち込んでいない。
ｌ私は落ち込んでいる。
２私はいつも落ち込んでいるから急に元気になれない。
３私はとてもがまんできないほど藩ち込んでいるし不幸だ。
第２間Ｏ私の将来について特に失望していない。
１私の将来について失望している。
２私の将来に期待するものはない。
３私の将来には希望がもてないし，物事は良くならないと思う。
第３Ｉ１１ｊＯ私は自分が失敗するとは思わない。
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私は他の人より失敗してきたと思う。
今までのことを考えると失敗を繰り返してきたと思う。
私は人間として全くだめだとALIう。
l]術生活では大変満足している。
Iwiir生活のできごとを楽しんでいない。
私は何にも本当に満足できない。
私はどんなことにも満足できないし退屈だ。
私は特に罪悪感をもっていない。
時々罪悪感を感じている。
私は多くの時間罪悪感を感じている。
私はいつも罪悪感を感じている。
私は刑を受けている（いわばliilが当たっている）とは思わない。
私は罰せられるかもしれないと思う。
私は罰せられるだろうと思う。
私は刑せられていると思う。
私は自分自身に失望していない。
私は自分自身に失望している。
私は自分自身にいやけがさしている。
私は自分自身が嫌いだ。
私は自分は他の人より良くないとは思わない。
私は自分の弱さや失敗について自分自身を責めている。
私は自分の欠点をいつも自分のせいにする。
嫌なことが起こるとそれを自分自身のせいにする。
自殺について考えたことはない。
自殺について考えたことはあるが実行したことはない。
自殺したいと思う。
もし機会があったら自殺するだろう。
私はいつもより悲しい気持ちではない。
私はいつもより悲しい気持ちでいる。
私はいつも悲しい気持ちでいる。
私はいつも泣いていたが，今では泣きたいとおもっても泣けない。
私はこれまでのようにいらいらしない。
私は今までより簡単に悩んでしまうし，いらいらする。
私はいつもいらいらを感じる。
私はいらいらすらも感じなくなった。
私は他人に対する興味を失っていない。
私は以前より他の人に興味を持たなくなった。
私は他の人への興味を大部分失った。
私は他の人への興味を失った。
私は自分なりの判断力がある。
私は今までのような判断力に乏しい。
私は以前よりも物事の判断に困難を感じる。
私は何も判断することができない。
私は自分の現実よりも悪くは見えない。
私は年を取り魅力を失って見えるのではないか気になる。
私はだんだん魅力がなくなったように思う。
私は自分の見かけが見苦しくなって来たと信じている。
私は以前と同様に仕事ができる。
何かしようとするとき前よりも余分な努力をしなければならない。
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何かを始めるときうんと頑張らなくてはならない。
私は何もしたくはない。
私はいつものように良く眠れる。
私はいつものように良く眠れない。
私は以前よりも１～２時間早く目がさめるしそれからはなかなか眠れない。
私は以前より数時間早く目がさめるし再び眠れない。
私はいつもより特に疲れたりしない。
私は以前よりも簡単に疲れる。
私は何をやっても疲れる。
私は余り疲れるので何もできない。
食欲は普通だ。
食欲は以前よりは良くない。
今は食欲がない。
食欲が全くない。
鹸近大きな体重の減少はない。
最近２キロ以上体重が減った。
最近５キロ以上体重が減った。
最近７キロ以上体重が減った。
（食事制限の減量をしていますか？１．はい２．いいえ）
私は健康について特に気にしない。
私は体の問題について気にしている。
私は体のことが大変気になるので他のことを考えるゆとりがない。
体の問題について大変悩んでいるので他のことは何も考えられない。
性についての興味は特に変わっていない。
以前より性に対する興味が減少した。
今では性に対する興味が大変減少した。
性に対する興味が全くなくなった。
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付表Ｂ－３主観的人生満足度尺度（SWLS）
1．私の人生は，すばらしい状態である。
2．私は，私の人生に満足している。
3．人生をもう１度やりなおせたとしても，変えたいことはほとんどない。
4．私はこれまでの人生の中で，こうしたいと思った重要なことはなしとげてきた。
5．大体において，私の人生は理想に近い。
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